
第２学年 国語科単元計画（SDGs×国語科） 

豊見城市立豊見城中学校 大城真紀子 

教 科 国語科 対象学年 ２学年 実施時期 ５～６月 

単元名 SDGs ガイドを作ろう！【教材名：国語２「多様な方法で情報を集めよう」光村図書】 

評価規準 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報との関係の

様々な表し方を理解し使

っている。【(2)イ】 

「書くこと」において、

目的や意図に応じて、多様

な方法で集めた材料を整理

し、伝えたいことを明確に

している。  【B(1)ア】 

積極的に情報収集し、今ま

での学習を生かして自分の伝

えたいことを明確にしなが

ら、ガイドをまとめようとし

ている。 

単元計画 

 

全６時間の指導と評価の計画 

時 学習活動 留意点 評価 

第
一
時 

 

〇多様な方法で情報を集めることが 

できる。 

・学習の見通しを持つ。 

・様々な情報収集の仕方を考える。 

・SDGs の目標から１つテーマを決め、 

様々な方法で情報を集める。 

★図書館利用 
インターネット以外の

情報収集の利点を踏ま

え、多様な方法で情報を

集めさせる。 

SDGs スタートブック

を活用し、SDGs の簡単な

概要を説明する。 

 

 

 

第
二
時 

 

〇集めた情報を整理することがで 

きる。 

・思考ツールを用いて、集めた情報を 

整理する。 

★図書館利用 
既習した単元の内容を

活用させる。 

（思考ツールの活用） 

【知識・技能】 

【主体的に学習に取り組む態度】 

ワークシート 

思考ツールを用いた情報整理がで

きているか。 

第
三
時 

〇情報を吟味することができる。 

・集めた情報を吟味し、自分が伝えた 

いことと整合性が取れているかを考 

える。 

・情報の内容を吟味して、紙面構成を 

考える。 

自分の考えの根拠とな

る事実との整合性が取れ

ているのかを考えさせ

る。 

 

第
四
・
五
時 

〇SDGs ガイドを作ることができる。 

・整理した情報をもとに、SDGs ガイド 

を作成する。 

・出典を明らかにし、事実と意見を明 

確にする。 

多様な方法で集めた情

報を基に、自分の伝えた

いことを明確にして書く

ことを意識させる。 

【思考・判断・表現】 

【主体的に学習に取り組む態度】 

SDGs ガイド 

多様な方法で集めた情報を用い

て、伝えたいことを明確にして表

現しているか。 

第
六
時 

〇感想を伝え合うことができる。 

・友達の作成した SDGs ガイドを読 

み、付箋に感想を記入して、ガイド 

に貼る。 

・学習を振り返る。 

字のきれいさなどの感

想ではなく、内容や構成

に注目して見ることを事

前に確認しておく。 

 

【成果と課題】 

〇国語の授業において、身につけさせたい力を踏まえた上で授業を行ったが、SDGs について、 

深く考える時間となっていた。（「SDGs を教える」ではなく「SDGs で教える」ができた） 

〇目標を一つに絞ることで、現状や課題、具体的解決策などから、他の目標との関連まで考えを 

広げている生徒も多数みられた。 

〇学校生活の中から SDGs と関連する事柄について考える機会が増えた。 

 （給食の食べ残し、節電、国際理解に関する作文応募など生徒の関心が高くなっている） 

●教科横断的な活動や学校全体での取り組みができていないため、国語の授業の一環として捉えてい 

る生徒がいる。総合的な学習の時間や他教科との連携が必要である。 



【クリアファイルに入れて、学年フロアに展示】 【生徒作品】 

 


